
エネルギー新時代

石油業界再編待ったなし高度化法、産業競争力強化法５０条適用
　
石
油
業
界
各
社
は

年
度
に
入
り
、
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
構
造
高
度
化
法
」
に
則
し
て
原
油
処
理
能
力
を
過

去

年
の
ピ
ー
ク
だ
っ
た

年
４
月
比
で
約
２
割
削
減
し
た
。
慢
性
的
な
供
給
過
剰
状
態
が
一
時
的
に
解
消
さ

れ
、
市
況
は
や
や
改
善
さ
れ
た
が
、
石
油
製
品
の
需
要
は
構
造
的
に
年
率
１
―
２
％
落
ち
て
お
り
、
こ
の
ま
ま

で
は
い
ず
れ
深
刻
な
市
況
悪
化
に
見
舞
わ
れ
か
ね
な
い
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
経
済
産
業
省
で
は
、
い
わ
ゆ
る

ポ
ス
ト
高
度
化
法
で
新
た
な
効
率
化
目
標
を
各
社
に
課
す
予
定
。
加
え
て
「
産
業
競
争
力
強
化
法

条
」
を

適
用
し
、
近
接
す
る
別
会
社
の
製
油
所
と
の
連
携
・
統
合
や
、
企
業
同
士
の
合
併
・
統
合
な
ど
業
界
再
編
を
推

し
進
め
る
方
針
を
示
し
た
。

国内最高の分解装置装備率と石化シフトで単
独での生き残りを図る太陽石油四国事業所

製
油
所
連
携
・
統
合
進
む
石
化
シ
フ
ト
で
生
き
残
り
も

コ
ス
モ
千
葉
と
統
合
す
る
東
燃
ゼ

ネ
ラ
ル
子
会
社
の
極
東
石
油
工
業

発
電
事
業
を
強
化
安
定
操
業
で
効
率
化
図
る各社の製油所や化学プラントが集

積する川崎コンビナート　　　
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電
力
自
由
化
を
見
越
し
、

発
電
事
業
を
強
化
す
る
動
き

も
見
ら
れ
る
。
Ｊ
Ｘ
エ
ネ
は

鹿
島
製
油
所

茨
城
県
神
栖

市

に
溶
剤
脱
れ
き

Ｓ
Ｄ

Ａ

装
置
と
、
そ
れ
を
活
用

し
た
発
電
設
備
を
建
設
す

る
。
Ｓ
Ｄ
Ａ
装
置
は
重
質
油

留
分
か
ら
よ
り
高
付
加
価
値

の
軽
質
油
留
分
を
製
造
す
る

も
の
。
そ
の
工
程
で
発
生
す

る
残
さ
を
燃
料
と
す
る
発
電

設
備
を
隣
の
鹿
島
北
共
同
発

電

同

に
新
設
す
る
。
総

投
資
額
は
２
５
０
億
円
。

年
度
中
の
完
成
を
目
指
す
。

　
出
光
は
高
度
化
法
対
応
の

た
め
に
生
産
を
停
止
し
た
旧

徳
山
製
油
所

山
口
県
周
南

市

跡
地
を
原
油
に
加
え
、

石
炭
や
液
化
天
然
ガ
ス
、
液

化
石
油
ガ
ス
な
ど
複
数
の
発

電
用
燃
料
の
受
入
基
地
に
す

る
構
想
を
温
め
て
い
る
。
資

源
は
自
ら
が
参
画
す
る
カ
ナ

ダ
の
ガ
ス
事
業
や
豪
州
の
炭

鉱
か
ら
調
達
す
る
。
周
南
コ

ン
ビ
ナ
ー
ト
と
の
連
携
を
さ

ら
に
深
め
る
と
同
時
に
、
そ

の
パ
ー
ト
ナ
ー
と
共
同
で
発

電
事
業
へ
の
参
入
に
も
意
欲

を
み
せ
て
い
る
。

　
精
製
専
業
の
富
士
石
油
は

唯
一
の
袖
ケ
浦
製
油
所
に
お

い
て
、
安
定
操
業
・
高
稼
働

に
よ
る
競
争
力
確
保
に
注
力

す
る
。
単
一
製
油
所
は
、
そ

の
稼
働
率
が
会
社
の
収
益
に

直
結
し
て
し
ま
う
た
め
だ
。

同
時
に
、
装
置
の
温
度
や
圧

力
、
流
量
を
自
動
的
に
調
整

し
、
最
適
運
転
す
る
高
度
制

御
シ
ス
テ
ム
を
計
画
的
に
導

入
中
。
こ
れ
に
よ
り
、
製
油

所
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
効
率
を
高

め
て
い
る
。

年
度
は
ナ
フ

サ
水
素
化
脱
硫
装
置
に
導
入

し
、
二
酸
化
炭
素
排
出
量
換

算
で
年
間
４
０
０
０

の
削

減
効
果
を
得
た
。

　
経
済
産
業
省
の
新
方
針
を

受
け
、
コ
ス
モ
石
油
と
東
燃

ゼ
ネ
ラ
ル
石
油
は
千
葉
県
市

原
市
で
近
接
す
る
両
社
の
製

油
所
を

年
１
月
に
統
合
す

る
こ
と
を
発
表
し
た
。
合
同

会
社
を
設
立
し
、
原
油
調
達

や
生
産
計
画
を
一
本
化
し
、

共
同
物
流
や
出
荷
設
備
の
共

有
化
な
ど
を
進
め
る
。

年

度
に
は
両
製
油
所
を
海
底
パ

イ
プ
ラ
イ
ン
で
つ
な
ぎ
、
原

料
や
製
品
を
相
互
融
通
で
き

る
よ
う
に
し
て
生
産
設
備
を

一
元
化
す
る
。
そ
の
時
点
で

大
規
模
な
合
理
化
策
を
決
め

る
方
針
だ
。

　
両
製
油
所
の
周
辺
に
は
ほ

か
に
出
光
興
産
の
千
葉
製
油

所

千
葉
県
市
原
市

や
富

士
石
油
の
袖
ケ
浦
製
油
所

同
袖
ケ
浦
市

も
近
接
す

る
。
さ
ら
に
大
手
総
合
化
学

メ
ー
カ
ー
の
工
場
も
あ
り
、

コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
連
携
の
さ
ら

な
る
深
化
の
可
能
性
も
あ

る
。
対
岸
の
川
崎
市
川
崎
区

に
は
東
燃
ゼ
ネ
ラ
ル
の
川
崎

工
場
と
昭
和
シ
ェ
ル
石
油
グ

ル
ー
プ
の
東
亜
石
油
京
浜
製

油
所
、
Ｊ
Ｘ
日
鉱
日
石
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
化
学
工
場
な
ど
が

集
積
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、

三
重
県
四
日
市
市
に
は
昭
シ

ェ
ル
と
コ
ス
モ
石
油
の
、
堺

市
西
区
で
は
コ
ス
モ
と
東
燃

ゼ
ネ
の
製
油
所
が
そ
れ
ぞ
れ

近
接
し
て
い
る
。
経
産
省
で

は
年
内
に
３
年
先
ま
で
の
合

理
化
計
画
を
提
出
す
る
よ
う

各
社
に
要
請
す
る
意
向
。
こ

れ
に
よ
り
、
各
地
区
で
企
業

間
の
垣
根
を
越
え
た
連
携
や

統
合
が
起
き
そ
う
だ
。

　
他
方
、
製
油
所
単
独
で
競

争
力
を
強
化
し
よ
う
と
い
う

動
き
も
加
速
し
て
い
る
。
一

つ
は
石
油
化
学
シ
フ
ト
。
自

動
車
の
低
燃
費
化
が
年
々
進

み
、
経
産
省
の
最
新
の
調
査

に
よ
る
と
、
ガ
ソ
リ
ン
需
要

は

年
度
か
ら
の
５
年
間
で

９
・
５
％
も
減
少
す
る
。
こ

の
た
め
、
ガ
ソ
リ
ン
か
ら
よ

り
付
加
価
値
の
高
い
キ
シ
レ

ン
や
ベ
ン
ゼ
ン
な
ど
芳
香
族

を
抜
き
出
す
プ
ラ
ン
ト
の
増

設
に
動
い
て
い
る
。

　
太
陽
石
油
は
唯
一
の
製
油

所
で
あ
る
四
国
事
業
所

愛

媛
県
今
治
市

で
、
早
け
れ

ば

月
に
も
ミ
ッ
ク
ス
キ
シ

レ
ン
を
生
産
す
る
不
均
化
装

置
が
稼
働
す
る
。
こ
れ
に
よ

り
、
ミ
ッ
ク
ス
キ
シ
レ
ン
の

年
産
能
力
は

万

か
ら

万

に
増
え
る
。
同
事
業
所

は
高
度
化
法
で
数
値
を
引
き

上
げ
る
よ
う
義
務
化
さ
れ
た

重
質
油
分
解
装
置
の
装
備
率

が

・
６
％
と
、
国
内
最
高

水
準
を
誇
る
。
製
油
所
と
し

て
は
す
で
に
高
い
競
争
力
を

実
現
し
て
は
い
る
が
、
石
化

シ
フ
ト
も
進
め
、
単
独
で
の

生
き
残
り
を
志
向
す
る
。

　
昭
シ
ェ
ル
も
同
じ
く
四
日

市
製
油
所
で
不
均
化
装
置
の

新
設
を
決
め
た
。
投
資
額
は

１
０
０
億
円
弱
。

年
後
半

に
稼
働
す
る
予
定
で
、
ミ
ッ

ク
ス
キ
シ
レ
ン
の
年
産
能
力

は

万

か
ら

万

に
増

え
る
。
東
燃
ゼ
ネ
も

年
度

か
ら
の
５
年
で
１
０
０
億
円

強
を
投
資
し
、
芳
香
族
の
生

産
能
力
を
最
大
２
倍
に
引
き

上
げ
る
。


